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あり,これ らの多 くは尿道 カテーテルを軽 く牽引 し,
留置期間を数週間延期す ることで治癒することが多
い.しか しなが ら尿道カテーテルの牽引によって吻合










　現病歴 ・経 過:PSAが10.　4　ngfmlと高値 のため,
近医 よ り紹 介 され,当 科 受 診.前 立腺体 積30cm3,
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DRE,　MRIで は異常 を認 めなか った.前 立腺生 検 に
て片 葉 よ り中分化 型腺 癌,Gleason　3+3=　6の前 立腺
癌 を認 め,臨 床病期TlcNOMOと診断 し,2004年7月
に全 身麻酔下 にて恥骨後式根治的前立腺全摘除術 を施
行 した.神 経温存 の希望が なか ったため,両 側 とも神
経温存 を行 わなか った.前 立腺摘除後か ら直腸前面か
らの出血 が多 く,3-0バイクリルにて十 分止 血縫合 を
行 った.ま た,前 立腺切離後 の膀胱頸部 は小 さく,縫
縮せず に粘膜面 の翻転縫合 のみ行 い,膀 胱尿道吻合 を
行 っ た.2-0バイ ク リル にて6,4,8,2,10,0時の
順 に6針 吻合 を行い,22Fr(カブ30　ml)3way尿道
カテーテルを牽引せず に留 置 した.手 術 時間7時 間4
分,出 血量(尿 込 み)3,0001nlであ り,自 己血 輸血
を1,600ml行った.術 直後 に9.5g/dlあったHbが
術後1日 目に7.5g/dlまで低下 してい たた めに,腹
部CTを 撮影 した ところ,膀 胱尿道吻合部周囲 に6.0
×3.0×6.3cmの血腫 を認め たが,状 態 も安定 してい
たために経過観察 を行 った.骨 盤内 ドレー ン排 液量は
術後1日 目よ り少量 で,そ の後 も増 加 しなか った.術
後7日 自に膀胱造影 を行った ところ,吻 合部か ら少量
の造影剤 の漏 出を認 めたため カテーテル留置期間 を延




























　 　 　 　 significant　anastomotic　leakage.　The　cuff　was　completely　off　the
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Fig.2。　 Cystogram(A)and　MRI(T2-wcighted　image)(B)after　catheterization
　 　 　 　 fbr　two　months.　They　showed　complete　h aling　ofanastomosis　without
　 　 　 　 eXtraVaSatiOn,
ため,カ テーテルを軽 く牽引し腹壁に固定 した.術後
3週間目に膀胱造影を行 うと尿道カテーテルのカブの
位置が通常よりもかなり低下 しており,腹部MRIを










した.腹 部MRIで も吻合部は治癒 してお り,血腫は
消失 していた(Fig.2B)。膀胱鏡で粘膜が尿道か ら膀













も大胆 に な り,不 正 確 な縫 合 にな りやす い4)
Ramsdenら5)は術後8日 目に尿道カテーテルを抜去
した時に吻合部不全が起 こる危険因子 を調べ,TUR-




長,骨 盤内へ の ドレーン挿入など保存的治療で治癒
す ることが多 く,治療面で苦慮す ることは少ない.
Leibovitchら1)は開放手術の恥骨後式前立腺全摘除術
後,14-・2旧間カテーテルを留置し,膀胱造影を行っ





し軽 く牽引することで吻合部が さらに解離 した報告は













か り,今回のように解離 をさらに広げる可能性 もあ
る.そのため軽 く牽引する場合で も張力をかけす ぎな
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